
6 月号 鯵ヶ沢町商工会報 令和 5 年 6 月号 

【
今
年
度
の
重
点
事
業
内
容
】 

①
商
工
会
地
域
力
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援 

・
地
域
商
店
街
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
、 

 

活
性
化
支
援 

・「
焼
き
イ
カ
」
を
利
用
し
た
観
光
推
進
事
業 

②
厳
し
い
経
営
環
境
克
服
に
向
け
た
中
小
・
零
細 

企
業
の
支
援 

・
経
営
発
達
支
援
事
業
の
実
施 

・
事
業
継
続
力
強
化
支
援
事
業
の
実
施 

・
創
業
、
経
営
革
新
、
事
業
承
継
等
の
推
進 

・
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
事
業
の
支
援 

・
感
染
症
や
物
価
高
騰
等
の
環
境
変
化
に
よ
り 

影
響
を
受
け
る
事
業
所
の
支
援 

③
活
力
あ
る
商
工
会
づ
く
り 

・
会
員
加
入
促
進
に
よ
る
組
織
の
強
化 

・
巡
回
訪
問
の
一
層
の
推
進
、
強
化 

・
各
種
共
済
制
度
の
推
進 

・
職
員
の
組
織
能
力
の
向
上
と
人
材
育
成 

最
後
に
閉
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
総
会
を
閉
じ

ま
し
た
。 

◆
本
総
会
後
の
役
員
一
覧
は
次
の
通
り
で
す
。 

決
算
予
算
状
況 

 

青 
年 
部 

女 

性 

部 

 

令
和
５
年
５
月
23
日
（
火
）
午
後
４
時
よ
り
、

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
、
開
会
に
伴
い
、
滝
渕
会
長
代
行
よ
り
ご
挨

拶
を
賜
り
ま
し
た
。 

（
挨
拶
趣
旨
） 

通
常
総
会
開
催
に
あ
た
り
、
先
日
、
突
然
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
太
田
会
長
に
代
わ
り
、
会
長
代
行

と
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
日
、
通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
ご
参

集
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

我
々
、
中
小
企
業
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

や
原
油
・
原
材
料
費
の
高
騰
、
ま
た
昨
年
の
大
雨

災
害
な
ど
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
度
も
引
き
続
き
町
の
経

済
活
性
化
と
会
員
の
皆
様
の
事
業
継
続
に
向
け
た

支
援
を
行
い
、
商
工
会
の
「
行
き
ま
す
・
聞
き
ま

す
・
提
案
し
ま
す
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
役

職
員
一
丸
と
な
り
皆
様
の
伴
走
型
支
援
を
全
力
で

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
発
展
の
た
め
、

行
政
や
関
係
団
体
と
積
極
的
に
連
携
し
て
事
業
を

行
う
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
ご
参
集
の
皆
様
の
、

ご
商
売
繁
栄
と
、
更
な
る
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

◆
第
１
号
議
案 

「
令
和
４
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
収
支
決
算

書
承
認
に
つ
い
て
」
は
原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ

ま
し
た
。 

◆
第
２
号
議
案 

「
令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支

予
算
書
（
案
）
審
議
に
つ
い
て
」
は
原
案
通
り
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
第
３
号
議
案 

「
令
和
５
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
の
決
定
に

つ
い
て
」
は
原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
第
４
号
議
案 

「
役
員
補
充
選
任
に
つ
い
て
」
は
選
任
の
結
果
、

「
会
長
」
に
野
呂
貞
一
副
会
長
が
選
任
、
ま
た
、

欠
員
と
な
る
「
副
会
長
」
に
は
八
木
澤
健
一
理
事

が
選
任
、
次
に
欠
員
と
な
る
「
理
事
」
に
は
㈲
白

神
山
美
水
館
の
太
田
正
史
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
満

場
一
致
で
賛
成
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

上
：
右
か
ら
野
呂
会
長
、
八
木
澤
副
会
長
、
太
田

理
事 

下
：
挨
拶
を
述
べ
る
野
呂
会
長 

総
会
終
了
後
、
新
役
員
に
選
任
さ
れ
た
３
名
を

代
表
し
、
野
呂
新
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し

た
。 挨

拶
で
は
亡
き
太
田
前
会
長
の
意
志
を
受
け
継

ぎ
、
鰺
ヶ
沢
町
の
発
展
へ
向
け
て
の
意
気
込
み
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆
女
性
部
通
常
部
員
総
会 

令
和
５
年
４
月
26
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分 

よ
り
鯵
ヶ
沢
町
商
工
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

第
１
号
議
案 

 

令
和
４
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
書
承

認
に
つ
い
て 

第
２
号
議
案 

 

令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予

算
書
（
案
）
審
議
に
つ
い
て 

第
３
号
議
案 

 
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て 

１
～
３
号
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、
役
員
が
次

の
通
り
改
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
３
号
議
案 

 

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て 

１
～
３
号
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、
役
員
が
次

の
通
り
改
選
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
絆
感
謝
運
動
（
清
掃
活
動
） 

令
和
５
年
６
月
９
日
（

金
）
絆
感
謝
運
動
と
し
て

海
の
駅
わ
ん
ど
周
辺
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
減
少
し

て
い
た
観
光
客
も
徐
々
に

戻
り
つ
つ
あ
り
、
ま
た
多

く
の
人
々
に
鰺
ヶ
沢
町
へ

来
町
し
て
い
た
だ
け
る
よ 

う
期
待
を
込
め
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

※
絆
感
謝
運
動
と
は 

 

青
年
部
と
地
域
と
の
「
絆
」
に
つ
い
て
、
再
認

識
と
感
謝
の
機
会
を
設
け
、
今
後
も
そ
の
「
絆
」

を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、

「
商
工
会
の
日
」
で
あ
る
６
月
10
日
前
後
を
目
処

に
、
全
国
の
青
年
部
員
が
清
掃
活
動
や
社
会
福
祉

活
動
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。 

◆
美
化
運
動
事
業
（
ゴ
ミ
拾
い
） 

令
和
５
年
５
月
19
日(

金

)

美
化
運
動
の
一
環
と
し
て

大
高
山
総
合
公
園
周
辺
の
清

掃
活
動
を
実
施
し
、
女
性
部

員
６
名
と
職
員
が
１
時
間
程

か
け
て
、
大
高
山
総
合
公
園

へ
続
く
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
を

行
い
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
規
制
も
解
除
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
季
節

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
ス
ポ
ー
ツ
に
と
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
方
が
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
大
高
山
総
合
公
園

周
辺
の
清
掃
活
動
を
通
し
て
、
町
の
美
化
、
環
境

整
備
に
努
め
ま
し
た
。 

◆
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

令
和
５
年
６
月
14
日(

水)

鰺
ヶ
沢
駅
前
に
て
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
行
い
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
約
80
株

の
ベ
ゴ
ニ
ア
を
植
栽
し
、
駅
前
や
ホ
ー
ム
に
設
置

さ
せ
て
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。 

作
業
中
は
大
型
バ
ス
か
ら
降
り
た
団
体
観
光
客

や
駅
利
用
者
の
方
々
に
多
く
の
関
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
、
鰺
ヶ
沢
町
と
女
性
部
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
ま
し
た
。 

部
員
で
水
や
り
な
ど
花
の
管
理
を
し
、
見
頃
を

終
え
る
11
月
中
旬
ま
で
、
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
の

花
で
駅
を
降
り
立
つ
人
を
お
も
て
な
し
し
ま
す
。 

～ 商工会は行きます 聞きます 提案します ～ 

発 行 鯵ヶ沢町商工会 

〒038-2754 鰺ヶ沢町大字米町 25-1 

ＴＥＬ 72-2376 ＦＡＸ 72-6653 

e-mail : ajis2376@rose.ocn.ne.jp 

http://www.ajigasawa.biz/ 

会員数 302 名（6 月 23 日現在） 

 

監
査
委
員

監
査
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

副
部
長

副
部
長

部
　
長

斉
藤
ゆ
き
子

飛
島
　
順
子

山
崎
　
寿
江

神
　
　
　
薫

工
藤
真
由
美

滝
渕
　
裕
子

田
附
　
星
子

齋
藤
三
保
子

一
戸
　
繁
子

坂
牛
　
哉
子

葛
西
　
和
子

【

役
　
員

 

】

監
　
事

監
　
事

常
任
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

副
部
長

副
部
長

部
　
長

須
藤
　
康
仁

太
田
　
正
史

内
山
　
匠

千
田
　
正

石
岡
　
一
穂

吉
田
　
秀
明

新
保
　
航

尾
崎
　
大

【

役
　
員

 

】

収入の部 （円） 収入の部 （円）

科　目 金　額 科目 金　額

補 助 金 等 収 入 25,479,615 補 助 金 等 収 入 38,423,626

会 費 手 数 料 等 収 入 19,726,000 会 費 手 数 料 等 収 入 24,250,442

受 託 料 収 入 175,350

前 期 繰 越 収 支 差 額 953,076 前 期 繰 越 収 支 差 額 1,311,251

合　　計 46,158,691 合　　計 64,160,669

支出の部 （円） 支出の部 （円）

科　目 金　額 科　目 金　額

経 営 改 善 普 及 事 業

指 導 職 員 設 置 費
29,934,344

経 営 改 善 普 及 事 業

指 導 職 員 設 置 費
29,008,082

経営改善普及事業指導事業費 1,090,000 経営改善普及事業指導事業費 871,017

地 域 総 合 振 興 事 業 費 4,552,000 地 域 総 合 振 興 事 業 費 21,293,088

管 理 費 5,864,400 受 託 事 業 費 167,000

資 産 管 理 支 出 4,500,000 管 理 費 5,102,789

予 備 費 217,947 資 産 取 得 支 出 765,600

引 当 費 6,000,017

次 期 繰 越 収 支 差 額 953,076

合　　計 46,158,691 合　　計 64,160,669

令和4年度決算状況令和5年度予算状況◆
青
年
部
通
常
部
員
総
会 

 

令
和
５
年
４
月
21
日
（
金
）
午
後
６
時
よ
り

「
お
ふ
く
ろ
の
味 

泉
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

第
１
号
議
案 

 

令
和
４
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
書
承

認
に
つ
い
て 

第
２
号
議
案 

 

令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予

算
書
（
案
）
承
認
に
つ
い
て 

監
 
事

監
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

理
 
事

副
会
長

副
会
長

会
 
長

安
田
　
正
美

増
田
　
晶
夫

葛
西
　
和
子

新
保
　
　
航

太
田
　
正
史

西
澤
　
仁
志

網
野
 
　
修

尾
崎
　
　
大

石
岡
　
　
勝

成
田
　
直
樹

菊
谷
　
忠
光

坂
牛
　
哉
子

千
田
　
　
功

葛
西
　
功
樹

花
田
　
恭
一

一
戸
　
勝
範

本
間
　
宏
幸

斉
藤
　
行
治

八
木
澤
健
一

滝
渕
　
英
一

野
呂
　
貞
一

日
照
田
町

舞
戸
町

女
性
部

青
年
部

舞
戸
町

北
浮
田
町

淀
町

漁
師
町

赤
石
町

中
村
町

本
町

舞
戸
町

舞
戸
町

舞
戸
町

七
ツ
石
町

舞
戸
町

本
町

富
根
町

舞
戸
町

漁
師
町

北
浮
田
町

【

役
 

員
 

】



6 月号 鯵ヶ沢町商工会報 令和 5 年 6 月号 

 

令和５年度雇用保険料率 
令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月 31日までの雇用保険料率は以下の通りです。 

負担者 

事業の種類 
労働者 事業主 

雇用保険 

料率 

一般の事業 6/1000 9.5/1000 15.5/1000 

農林水産・ 

清酒製造の事業 
7/1000 10.5/1000 17.5/1000 

建設の事業 7/1000 11.5/1000 18.5/1000 

 

 

 

お電話いただけば職員がお伺いいたします。気軽にお声掛け下さい。詳しくは商工会まで ＴＥＬ：０１７３-７２-２３７６ 

新会員紹介  
◆ばーばこうぼう 工藤 律子 

（菓子製造、惣菜、飲食店 舞戸町） 

 
◆本間ＲＯＯＦ 本間 裕 

（建築板金 中村町） 

上
：
祝
辞
を
述
べ
る
平
田
町
長 

下
：
津
軽
三
味
線
を
演
奏
す
る
金
山
明
子
氏 

 

令
和
５
年
４
月
９
日 

（
日
）
秋
田
県
北
秋
田
市 

及
び
大
館
市
に
て
役
員
県 

外
視
察
研
修
を
行
い
ま
し 

た
。 当

会
の
役
員
10
名
が 

参
加
し
「
秋
田
犬
の
里
」 

や
「
映
画
館
御
成
座
」
等 

を
視
察
し
ま
し
た
。
各
施 

設
が
実
施
し
て
い
る
観
光

振
興
や
特
産
品
販
路
開
拓
事
業
、
第
三
者
承
継
の
取

組
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
北
秋
田
市
商
工
会
・
大
館
市

商
工
会
議
所
と
交
流
を
深
め
、
今
後
も
交
流
関
係
を

続
け
て
い
く
事
の
同
意
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

役
員
県
外
視
察
研
修 

お

花

見

会 

 

令
和
５
年
４
月
22
日
（
土
）
大
高
山
総
合
公
園
に

て
４
年
ぶ
り
と
な
る
「
お
花
見
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。 会

員
の
親
睦
と
情
報
交
換
、
町
観
光
資
源
Ｐ
Ｒ
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、
会
員
と
来
賓
の
町
役

場
職
員
あ
わ
せ
て
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

余
興
と
し
て
、
津
軽
三
味
線
奏
者
の
金
山
明
子
氏

に
よ
る
津
軽
三
味
線
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
。 

賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠

補助率

補助上限 50万円

インボイス特例

補助率 補助上限

1/2 300万円

2/3 500万円

1/2 700万円

2/3

200万円

上記補助上限額に50万円を上乗せ

対象となる事業者

①商業・サービス業　 常時使用する従業員の数   5人以下

②宿泊業・娯楽業　 常時使用する従業員の数 20人以下

③製造業その他　　　常時使用する従業員の数 20人以下

販路開拓を目指す小規模事業者等の皆様へ

小規模事業者が自社の経営を見直し、自らが持続的な経営に向けた経営計画を

作成した上で行う販路開拓や生産性向上の取組を支援

類型 通常枠
特　別　枠

問合せ先：省エネ・高効率化緊急対策事業費補助金コールセンター

　　　　　　　TEL 0120-990-396（平日9：00～17：00）

エネルギーや原材料等の価格高騰に対応するため、省エネ設備への更新など、今後

の事業継続に向けた対策を行う県内中小企業者等を支援

申請受付締切　第13回　2023年9月7日（木）

対象者

公募期間：令和5年6月20日（火）～7月31日（月）

ご相談は商工会まで☎TEL0173-72-2376

県内中小企業者
（個人事業主を含む）

事業類型

通常枠

省エネ最適化診断枠
・国の省エネ診断の受診

・事業成果の公表に同意

特別高圧電力枠
・特別高圧の受電者

対象経費：省エネ化、省コスト化に必要な設備更新等

　　　　　　   原材料代替のための調査、研究　など

対象事業：エネルギー・原材料価格高騰に対応した、経営基盤強化のための取組

持 続 化 補 助 金

省エネ・高効率化緊急対策事業費補助金


